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はじめに

タメトモハゼ Ophieleotris sp. A は，ハゼ亜目カ

ワアナゴ科タメトモハゼ属の魚類である（瀬能ほか，

2004）．和名は，日本初確認の採集地が沖縄島運天

港（鎮西八郎為朝（源為朝）が上陸したとされる）

に近かったことにちなみ提唱された（黒岩，1927）．

また，学名は，明仁親王・目黒（1974）によって

Ophieleotris apros （Bleeker）が提唱されたものの，

種が未決定な別種が確実に存在するなど分類学的な

問題から，現在では種小名は未決定のままとどめら

れている（瀬能ほか，2004）． 

日本では種子島，屋久島，琉球列島，国外では台

湾，アンダマン諸島，インド・西太平洋に分布し

（明仁ほか，2000；岩田，2001；瀬能ほか，2004），

日本の分布域は，世界の分布北限にあたる（米沢，

2003）．本種は西表島を除き，沖縄県・鹿児島県で

はもともと生息個体数が少ないうえ，各地において

河川改修や生息地の埋め立てなどにより激減してお

り（鈴木，2003），環境省 RL では絶滅危惧ⅠB 類，

沖縄県 RDB では絶滅危惧ⅠB 類，鹿児島県 RDB

では絶滅危惧Ⅰ類に選定されている（米沢，2003；

立原，2005；環境省自然環境局野生生物課，2007）．

今回，筆者らは，静岡県沼津土木事務所による

「平成 22 年度　［第 22－K3007－01 号］二級河川新中

川河川改良に伴う河川水辺環境調査委託（魚介類調

査）」の一環で実施した魚類調査の際，静岡県沼津

市の新中川において本種を採集した（図 1）．

鹿児島県以北での分布記録はなく，今回の記録が分

布の北限および東限にあたるため，ここに報告する．

採集と方法

採集は 2010 年 9 月 7 日の干潮時（内浦：干潮

10：34，潮位 87cm（観測基準面表示））に、二級

河川新中川（延長 3.2km ：静岡県交通基盤部河川砂

防管理課，2010）の新中川橋（河口から約 200m 上

流）の下流右岸にある放水路暗渠内の溝（幅 5m ×

長さ 1.5m，深さ 0.5m）で行った．採集にはタモ網（口

径 30cm，目合 1mm）を使用した．

採集場所は感潮域に位置するものの，新中川河口

部には砂礫が堆積して流幅が狭くなっているため，

汽水域はほとんど発達していない．放水路には増

水時以外に河川からの水は流入しないため，満潮時

には河口部からの水が遡上するが，それ以外の時に

は河口との連続性が分断されている（図 2）．溝内

には砂が堆積し，満潮時に漂流してきたと思われる

ゴミが若干みられる程度で，植生等は存在しなかっ
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た．なお，採集時の水温は 26.0℃，塩分濃度は 0‰

であった．

採集によって得られた標本は 10％ホルマリン液

で固定した後，70％エタノールに移し，室内で頭部

感覚器官の観察，各部の計測と計数を行った．頭部

感覚器官の観察は，明仁親王（1985）および明仁ほ

か（2000）に従い，サイアニンブルーによる一時染

色を施して行った．計測と計数は中坊編（2000）に

従い，計測にはノギスを用いた。また，標本は静岡

県自然史博物館魚類標本（SPMN － h）として登録・

保管した．

調査標本の記載は，標本番号，個体数，全長（TL），

標準体長（SL），採集年月日，採集地先名，採集地

点名と括弧内にその第 1 次地域区画メッシュコード

（環境庁自然保護局計画課自然環境室，1997），採集

方法，採集者名の順とした．

なお，本稿で使用した種の標準和名と学名は，タ

メトモハゼ属については瀬能ほか（2004），その他

の種については中坊編（2000）に従った．

調査標本

タメトモハゼ  Ophieleotris sp. A

SPMN－h－700021（図 3），1個体，全長 29.0mmTL，

体長 24.0mmSL，2010 年 9 月 7 日，静岡県沼津市

東間門，新中川新中川橋下流（5238－5617），タモ網，

北原佳郎．

背鰭 6 棘－1 棘 8 軟条，臀鰭 1 棘 9 軟条，胸鰭 15

軟条，腹鰭 1 棘 5 軟条，縦列鱗数 30，横列鱗数 10，

背鰭前方鱗数 13． 

体は円筒状で，肛門より後方は側扁する．腹鰭は

癒合せず，左右一対ある．眼の後方から鰓蓋に向

かって斜め下後方にのびる 3 本の赤褐色縦帯があ

る．鰓蓋後方から尾鰭基底部の体側中央には 8 個

の赤褐色斑紋が縦列する．頭部感覚管開孔は，前鰓

蓋管 N', O' がある．同属のゴシキタメトモハゼ O．

sp. 1の特徴である体腹側の黒褐色縦線，臀鰭の黄色

縦帯，眼の上縁の 2－3 列の小鱗（鈴木ほか，2006）

はみられない．以上のように，調査標本は明仁ほか図 2 採集場所の様子

図 1 日本における分布域および採集場所．地図中の網掛けは分布域，●：採集場所．
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（2000），岩田（2001），瀬能ほか（2004）のタメト

モハゼの特徴と概ね一致した．また，タメトモハゼ

の成魚は岩田（2001）と瀬能ほか（2004）では全長

25 ～ 35cm，明仁ほか（2000）では体長 14 ～ 20cm

とされることから，採集された個体は未成魚と判断

された．

備考：採集時には同所でイセゴイ Megalops 

cyprinoides （Broussonet）（SPMN－h－700020：

1 個体，全長 35.0mm，体長 28.2mm），シマイサ

キ Rhyncopelates oxyrhynchus （Temminck and 

Schlegel），ヌマチチブ Tridentiger brevispinis 

Katsuyama, Arai and Nakamura が採集された．

考　察

本種は，種子島より北では確認されておらず，本

報告における確認が静岡県初確認および分布の北限

および東限にあたると考えられる．

静岡県沿岸は黒潮の影響を強く受けているため，

南方の生息域から海域を通して分散してきたと考

えられるタニヨウジ Microphis（Lophocampus）

retzii（Bleeker）（ 加 藤，2010）， タ テ ガ ミ ハ ゼ

Oxyurichthys microlepis（Bleeker）（Takeuchi et 

al., 2011），ヒトミハゼ Pasammogobius biocellatus 

（Valenciennes）（ 荒 尾 ほ か，2008； 北 原 ほ か，

2010），コンジキハゼ Glossogobius aureus Akihito 

and Meguro（石田ほか，1998），ミナミヒメハゼ

Favonigobius reichei （Bleeker）（北原，2008），

クチサケハゼ Oligolepis stomias （Smith）（北原，

2008；武内ほか，2010）などの南方系魚類が多数確

認されている．それらのほとんどは，仔魚期に黒潮

により運ばれるだけで，再生産が行われない無効分

散であると考えられている．今回の確認事例は，既

知の分布域が種子島以南であること，採集個体が未

成魚 1 個体と少ないことから，ほかの南方系魚類と

同様，黒潮によって静岡県まで分散し，新中川に分

布していたものと考えられた．

2007 ～ 2009 年に琉球列島で実施された魚類調査

では，過去 10 年間に分布を北上させている種が複

数確認されたほか，本種の確認個体数が増加してい

る傾向がみられているため（立原ほか，2010），今

後も種子島以北で黒潮の影響を受ける地域において

本種の確認事例が増える可能性が考えられる．
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